
女
と
女
の
真
剣
勝
負 

 

■
キ
ャ
ス
ト 

陽
菜
乃
（ひ
な
の
） 

心
陽
（こ
は
る
） 

桔
平
（き
っ
ぺ
い
） 

 

■
台
本 

 

公
園
の
ベ
ン
チ
。
こ
こ
に
は
陽
菜
乃
と
心
陽
し
か
い
な
い
。 

 

陽
菜
乃
「…

…

勝
負
よ
」 

心
陽
「い
い
わ
よ
、
受
け
て
立
つ
」 

陽
菜
乃
「ふ
ふ
。
ほ
え
面
か
く
な
よ
」 

心
陽
「そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
お
返
し
す
る
わ
」 

陽
菜
乃
「じ
ゃ
あ
、
い
く
わ
よ
。
ま
ず
は…

…

桔
平
（き
っ
ぺ
い
）
」 

心
陽
「…

…

お
い
お
い
。
い
き
な
り
ぶ
っ
こ
ん
で
く
る
わ
ね
。
い
つ
の
間
に…

…
。
ま
あ
、
い
い
。
私
も
桔
平
だ
」 

陽
菜
乃
「…

…

や
っ
ぱ
り
、
あ
ん
た
も
。
次
、
西
園
寺
涼
真
（り
ょ
う
ま
）く
ん
」 

心
陽
「…

…

涼
真
く
ん
か
。
な
か
な
か
や
る
な
」 

陽
菜
乃
「ふ
っ…

…

。
ま
あ
ね
」 

心
陽
「佐
々
木
邦
夫…

…

」 

陽
菜
乃
「な
っ
！
」 

 

立
ち
上
が
る
陽
菜
乃
。 

 

心
陽
「ふ
ん
。
そ
う
、
ビ
ビ
ん
な
い
で
よ
。
ま
あ
、
座
り
な
さ
い
っ
て
」 

陽
菜
乃
「く
っ
！
（座
る
）」 

陽
菜
乃
「次
は
私
ね
。
望
月
猛
（た
け
る
）く
ん
」 

心
陽
「は
あ
！
？ 

ば
、
バ
カ
！ 

あ
な
っ
！ 

猛
く
ん
に
は
夏
帆
が
い
る
じ
ゃ
な
い
」 

陽
菜
乃
「だ
か
ら
、
ど
う
し
た
？
」 

心
陽
「…

…

あ
な
た
も
筋
金
入
り
ね
」 

陽
菜
乃
「引
く
理
由
な
ん
て
な
い
で
し
ょ
？
」 

心
陽
「確
か
に
。
さ
す
が
、
私
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ね
」 

陽
菜
乃
「さ
あ
、
次
は
あ
ん
た
よ
」 



心
陽
「渡
辺
清
吾…

…

」 
陽
菜
乃
「ふ
ん
。
ま
あ
、
無
難
な
と
こ
ろ
に
い
っ
た
わ
ね
」 

心
陽
「私
は
男
子
を
差
別
し
な
い
」 

陽
菜
乃
「…

…
ふ
ん
っ
。
格
好
い
い
こ
と
言
う
じ
ゃ
な
い
！
じ
ゃ
あ
、
私
は
菅
野
徹
く
ん
だ
」 

心
陽
「恭
一
」 

陽
菜
乃
「慎
太
（し
ん
た
）く
ん
」 

心
陽
「太
陽
」 

陽
菜
乃
「隆
一
く
ん
」 

心
陽
「青
葉
」 

陽
菜
乃
「穹
（そ
ら
）く
ん
」 

心
陽
「詩
恩
（し
お
ん
）。…

…

っ
て
、
キ
リ
が
な
い
わ
ね
。
同
級
生
の
男
子
は
除
こ
う
」 

陽
菜
乃
「そ
う
ね
。
じ
ゃ
あ…

…

私
は…

…

木
下
卓
也
く
ん
だ
」 

心
陽
「木
下
卓
也…

…

？ 

誰
？
」 

陽
菜
乃
「ほ
ら
、
も
も
組
の
と
き
の
」 

心
陽
「…

…

あ
あ
！ 

あ
の
！ 

っ
て
、
あ
ん
た
、
そ
れ
幼
稚
園
の
と
き
の
話
じ
ゃ
！
」 

陽
菜
乃
「男
子
を
差
別
し
な
い
。
そ
れ
は
年
齢
も
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

心
陽
「く
っ
！ 

そ
、
そ
う
ね…

…

。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
私
は
若
狭
（わ
か
さ
）先
生
！
」 

陽
菜
乃
「マ
ジ
ー
！ 

先
生
、
い
っ
た
の
！
」 

心
陽
「当
然
で
し
ょ
」 

陽
菜
乃
「や
っ
ぱ
、
あ
ん
た
は
ス
ゲ
ー
。
大
し
た
幼
稚
園
児
だ
よ
」 

心
陽
「次
は
あ
な
た
よ
」 

陽
菜
乃
「…

…

」 

心
陽
「終
わ
り
？ 

な
ら
、
私
の
勝
ち
ね
」 

陽
菜
乃
「…

…

い
や
、
待
っ
て
」 

心
陽
「…

…

な
に
？ 

い
る
な
ら
早
く
言
っ
て
よ
」 

陽
菜
乃
「…

…

水
無
月
（み
な
づ
き
）…

…

怜
（れ
い
）…

…

」 

心
陽
「な
、
な
に
っ
！
」 

 

心
陽
が
凄
い
勢
い
で
立
ち
上
が
っ
た
た
め
、
椅
子
が
倒
れ
る
。 

 

陽
菜
乃
「…

…

」 

心
陽
「あ
な
た…
…

。
冗
談
じ
ゃ
済
ま
さ
れ
な
い
わ
よ
」 

陽
菜
乃
「当
た
り
前
よ
」 

心
陽
「…
…

そ
う
か
。
い
や
、
ま
さ
か
と
は
思
っ
た
け
ど…

ホ
ン
ト
、
ス
ゴ
イ
。
怜
は
確
か
に
格
好
い
い…

…

」 

陽
菜
乃
「…

…

」 



心
陽
「女
も
か…

…

」 
陽
菜
乃
「さ
あ
、
次
は
あ
ん
た
よ
」 

心
陽
「く
っ…

…

」 

陽
菜
乃
「さ
す
が
に
も
う
い
な
い
よ
う
ね
。
私
の
勝
ち…

…

」 

心
陽
「…

…

ト
ラ
さ
ん
」 

陽
菜
乃
「な
っ
！ 

え
っ
！ 

私
の
じ
い
ち
ゃ
ん
に
っ
！
」 

心
陽
「う
る
さ
い
」 

陽
菜
乃
「あ
ん
た
に
分
別
は
な
い
の
か
よ
！
」 

心
陽
「あ
な
た
に
言
わ
れ
た
く
ね
ー
よ
！
」 

 

そ
の
と
き
、
近
づ
い
て
く
る
桔
平
。 

 

桔
平
「あ
れ
？ 

お
前
ら
、
何
や
っ
て
ん
の
？ 

喧
嘩
？
」 

陽
菜
乃
「桔
平
は
黙
っ
て
て
。
こ
れ
は
女
と
女
の
勝
負
な
ん
だ
か
ら
」 

桔
平
「は
あ…

…

。
ど
う
せ
、
ま
た
、
く
だ
ら
な
い
勝
負
な
ん
だ
ろ
。
今
日
は
な
ん
の
勝
負
し
て
ん
だ
よ
」 

心
陽
「今
ま
で
フ
ラ
れ
た
人
の
人
数
」 

陽
菜
乃
「多
い
方
が
勝
ち
っ
て
ル
ー
ル
」 

桔
平
「…

…

そ
れ
っ
て
、
勝
っ
た
方
が
、
女
と
し
て
負
け
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

陽
菜
乃
「…

…

っ
！
？
」 

心
陽
「…

…

っ
！
？
」 

 

終
わ
り
。 


